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7. 小規模工事の骨材試験 

受注者は、ごく小規模な工事（総使用量 500t未満あるいは施工面積 2,000m2未満）に

おいては、これまでの実績（過去1年以内にプラントから生産され使用した）または定期

試験結果の提出により、以下の骨材の骨材試験を省略することができる。 

(1) 加熱アスファルト安定処理に使用する骨材 

(2) 基層及び表層に使用する骨材 

8. 下層路盤の材料規格 

下層路盤に使用する粒状路盤材は、以下の規格に適合するものとする。 

(1) 下層路盤に使用する粒状路盤材は、粘土塊、有機物、ゴミ等を有害量含まず、表3-2-18

の規格に適合するものとする。 

 

表3-2-18 下層路盤の品質規格 

工  法 種  別 試験項目 試験方法 規格値 

粒状路盤 

クラッシャラン 

砂利、砂 

再生クラッシャラン等 

PI 
舗装調査・試験法

便覧 F005 
※6 以下 

修正 CBR(%) 
舗装調査・試験法

便覧 E001 

※20 以上 

[30 以上] 

クラッシャラン鉄鋼  

スラグ 

（高炉徐冷スラグ） 

修正 CBR(%) 
舗装調査・試験法

便覧 E001 
30 以上 

呈色判定試験 
舗装調査・試験法

便覧 E002 
呈色なし 

クラッシャラン鉄鋼  

スラグ 

（製鋼スラグ） 

修正 CBR(%) 
舗装調査・試験法

便覧 E001 
30 以上 

水浸膨張比   

(%) 

舗装調査・試験法

便覧 E004 
1.5 以下 

エージング期間 － 6 ヵ月以上 

［注1］特に指示されない限り最大乾燥密度の95%に相当するCBRを修正CBRとする。 

［注2］アスファルトコンクリート再生骨材を含む再生クラッシャランを用いる場合で、上層

路盤、基層、表層の合計厚が以下に示す数値より小さい場合は、修正CBRの規格値の

値は[ ]内の数値を適用する。 

なお40℃でCBR試験を行う場合は20%以上としてよい。 

北海道地方─────20cm 

東北地方──────30cm 

その他の地域────40cm 

［注3］ 再生クラッシャランに用いるセメントコンクリート再生骨材は、すりへり減量が50％ 

以下とするものとする。 

［注4］エージング期間は、製鋼スラグを用いた鉄鋼スラグの通常エージングに適用する。た

だし、電気炉スラグを3ケ月以上通常エージングした後の水浸膨張比が0.6％以下と

なる場合及び製鋼スラグを促進エージングした場合は、施工実績などを参考にし、膨

張性が安定したことを十分確認してエージング期間を短縮することができる。 
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表3-2-20 上層路盤の品質規格 

種  別 試験項目 試験方法 規格値 

粒度調整鉄鋼スラグ 

呈色判定試験 
舗装調査・試験法

便覧 E002 
呈色なし 

水浸膨張比(％) 
舗装調査・試験法

便覧 E004 
1.5 以下 

エージング期間 － 6 ヵ月以上 

修正 CBR(％) 
舗装調査・試験法

便覧 E001 
80 以上 

単位容積質量 
(kg／l) 

舗装調査・試験法
便覧 A023 

1.5 以上 

 

表 3-2-21上層路盤の品質規格 

種  別 試験項目 試験方法 規格値 

水硬性粒度調整 

鉄鋼スラグ 

呈色判定試験 
舗装調査・試験法

便覧 E002 
呈色なし 

水浸膨張比(%) 
舗装調査・試験法

便覧 E004 
1.5 以下 

エージング期間 － 6 ヵ月以上 

一軸圧縮強さ 

［14 日］ 

(MPa) 

舗装調査・試験法

便覧 E013 
1.2 以上 

修正 CBR 

(％) 

舗装調査・試験法

便覧 E001 
80 以上 

単位容積質量 

(kg／l) 

舗装調査・試験法

便覧 A023 
1.5 以上 

［注］表 3-2-20、表 3-2-21 に示す鉄鋼スラグ路盤材の品質規格は、修

正 CBR、一軸圧縮強さ及び単位容積質量については高炉徐冷スラ

グ及び製鋼スラグ、呈色判定については高炉スラグ、水浸膨張比

及びエージング期間については製鋼スラグにそれぞれ適用する。

ただし、電気炉スラグを3ケ月以上通常エージングした後の水浸膨張比が0.6％

以下となる場合及び製鋼スラグを促進エージングした場合は、施工実績などを

参考にし、膨張性が安定したことを十分確認してエージング期間を短縮するこ

とができる。 

 

 

 


